
平成 30年度 第 2回 島鵬宿大井川川越遺跡整備委員会

口時 平成 30年 9月 26日
午後 2時～午後 4時

場所 島田市劇 l館 講座室

rr   第

2 島田市教育委員会文化課長 あいさつ

3 議事
(報告事項)

平成 30年度川会所跡発掘調査につ |ヽて

(協議事項 )

鳥出宿大丼川川越遣跡整備計画 (案)について

おllll 『島田宿人井川川越遺跡整備基本計画 (案 )』

1 開会

4 その他
会議の日程について

5 開会



(報告事項)

平成 30年度川会所跡発掘調査について
,

大井り川越遺跡川会所発掘調査概要

川会所

大井川におけるり1越 し業務については、当初島田宿内で行われていたと考えられる。元禄

9年 (1696)、 代官野田二郎左衛門によりそれまで「リロ代Jと されていたが、改めて 句 庄

屋 |と して橋爪FIJ左衛門と塚本孫兵衛が任命されるて,こ の頃、宿場より川越街道内に川会所

が設置された。

享和年間には、交通量の増加に伴い川庄屋が 2名 から4名 に増え、『島日宿書上控』によ

れば、川庄屋 午行事 添役など39名 が勤務 していたことがわかる。f宿方明細書上1長 |に
よれば、建物の規模は間口六間半(109m)奥行Ft FH7(73m)であった。
昭和 43年 3月 から昭和 45年 7月 まで行われた川会所の解体 移築組立工事により ||
の暑書 瓦のヘラ書きから安政三年に建てられたことが明らかになった。現在のり会所建物

は 一時改変されていたが修復され 安政当時の姿に戻されている。復元された場所は、本
来あった場所に,:宅が建設されていたことから、約 60m西側に移築 保存されている。
J会所発掘調査の成果

史Fll整備に伴い、 1′成 28年から3年間継続 して発掘調査を実施している。

①平成 28年度調査

川会所跡地に住宅が建設されていたことから、建物のない西側から裏側など6箇所 トレ

ンチを入れて調査を実施 した。

調査の結果 1ト レンチでは隣地との境界と思われる配石 2ト レンチは建物らしき礎
`「の一部を確認 した。部分的だが 粘十層に礫 黄掲色上を混せたような整Itl層が見られた。

これにより ①整地が行われていたこと②川会所裏側にも建物があったことがll● ..された、
②平成 29年度調査

平成 29年度は、建 l■ i外があった部分の痕llF有 無について 5本の トレンチを入れて ll.jを

実施した。調査の成果としては、礎石下の「lfl石 Jや広範FJにわたる石敷 裏lllの焼t痕な
どが検出された.根石は街 lr■ と平行に並び 川会所の間口と 一致するが 奥行についてはll
跡がみられなかつた。石敷は当初人為的と考えたが 自然堆積の礫が盛リトがったて,のであ
った。建物建設に伴い、粘 tと 砂を混ぜて敷き整地したことが伺える。裏側はllt土が詰ま ,́

た柱穴が検出 周辺からすりfl 皿などの食器類が出上しており、丼戸に近いことから炊+
場であつたことが考えられる.

③平成 30年度調査

平成 30年度は 川会所の奥行を調べるため、5本の トレンチを入れて 2年 l・1行つた調査
の補足を実施した。成果として 13ト レンチから礎石 5基 根石 6基が確認された。礎ぅは

現在の川会所の間取りと照合したが 位置的にあわず、主 llが異なることから、安政以H~の
可能性が考えられる。



川会所跡平面図 (柱・東位置図)
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(協議事項)

島田宿大井′り賊 遺助整備基本計画 (案)について

島田宿本井川川越遺跡整備基本計画の前回計画案からの主な変更点
(全体):写真 図版を増やし見やすくした。

第 1章 Pl  第 1節 「計画策定の目的Jに川越遺跡の未来像を書き加えた。P14 島田市全域図に第 2節 「歴史的環境Jで触れた遺跡等を地歯に落とした。

第 3章 P19 建物用途現況図を挿入。
P21 道路 口引月の写真を挿入。
P24 表の体裁を変更した。

第 4章 P31第 3節 遺構および歴史的建造物の保存に関する計画
内容を地形等の遺構の保存について加筆
歴史的建遺物の保存 → mIF化工事
F●示 活用の内容は ,節ヘ
歴史的律造物の保存対象を江戸から昭和初期と記載。

P43 第 4節 復 日 (修復)に関する計画 名所変更
基礎調査の実施と復旧 修理のガイ ドライン作成

P44 第 6節 遺構の表現に関する計画
川会所 立合宿、松並木敷きの復元整備を説明

P49 第 7節 修景・植栽おょび環境整備に関する計画

][賞
『
ζ言[1卜
″il倉鼻縫霞鷹lF物の議培。

1 新東海製紙mの壁へ大名行列のウォ=ル ァー ト
P53 第 8節 動線計画

農業体験学習
^の
活用。

パインティングの検討。

嘔要堅調篠飛竃鶉巽増櫂『籍 竺
験
=≒
川越し関
1団
体,,貸叫

道路の側溝落下対策ヽ防災 防犯対策、道路交通対策を記載。
第 11節 案内・解説施設に関する計画

]|:31][占
][[』:]『]l貫
言:|[彎:iliFTFT嘉璽]画

地域住民によるエリアマネ■ジメント カ,筆
整備スケジュール 要見直 し
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今後のスケジュール

9月 26日

10月 23口

整備委員会

策定委員会

教育長説明

部長会議

,十議

水

　

火

火

　

火

11月  6日

13日

30日 (金 )

12月 ]0日 (サ 1)

12～ 13日

1月  4目 (金 )

12日 {:)

2月  ,日 (日 )

8日 (金 )

下旬

3月 15日 (令 )

20H(水 )

27日 (水 )

文化庁工島調査官 来跡

市議会 1:任委員会

整備委員会

パブコメ開始

地元説町1会

パブコメ終 r

策定員会 同答決定

定例教育委員会

納品

検査

7達 lT完了


